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交
通
ま
ち
づ
く
り
戦
略

　〜
公
共
交
通
を
生
か
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
〜

県
交
通
ま
ち
づ
く
り
戦
略
と
は

　
こ
の
戦
略
は
「
ま
ち
の
ま
と
ま
り
を
つ

く
り
、
公
共
交
通
で
つ
な
ぐ
」
と
い
う
理

念
を
実
現
し
、
多
様
な
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
の
実
行
計
画
で
す
。
期
間
は
30

〜
49
年
度
ま
で
の
20
年
間
で
す
。
県
、
市

町
村
、
交
通
事
業
者
な
ど
が
取
り
組
む
べ

き
施
策
を
、
５
年
以
内
の
実
現
を
目
指
す

短
期
施
策
と
５
〜
20
年
以
内
に
取
り
組
む

中
長
期
施
策
に
整
理
し
、
誰
も
が
「『
自

動
車
以
外
の
移
動
手
段
』
も
選
択
で
き
る

社
会
」
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
県
は
次
の
三
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

各
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
自
動
車
を
使
え
な
い
県
民
で
も
、
公
共

交
通
や
地
域
の
支
え
合
い
に
よ
っ
て
、
生

活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
移
動
が
可
能
と

な
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
鉄
道
や
広
域
的
な
幹
線
バ
ス
路
線
網
な

ど
を
将
来
に
わ
た
っ
て
確
保
す
る
た
め
、

公
共
交
通
を
よ
り
快
適
に
使
い
や
す
く
す

る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
で
、
公
共
交
通
が
利
用
し
や

す
く
生
活
に
必
要
な
施
設
が
ま
と
ま
っ
た

効
率
的
な
ま
ち
に
変
え
て
い
き
ま
す
。

　県
交
通
ま
ち
づ
く
り
戦
略
に
基
づ
く
施

策
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
携
わ
る
人
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

　自
動
車
中
心
の
生
活
や
通
勤
・
通
学
の
利
用
者
減
少
な
ど
に
よ
り
、
鉄

道
や
バ
ス
路
線
の
縮
小
・
廃
止
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　年
齢
や
病
気
の
た
め
に
自
動
車
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
不
自

由
な
く
生
活
を
送
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

県
民
の
公
共
交
通
の
利
用
実
態

　
県
は
27
・
28
年
度
に
人
の
移
動
実
態
を

把
握
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

調
査
に
よ
る
と
、
移
動
手
段
と
し
て
公
共

交
通
が
利
用
さ
れ
る
割
合
は
わ
ず
か
２
・

８
％
（
鉄
道
２
・
５
％
、
バ
ス
０
・
３
％
）

で
、
一
年
に
一
度
も
利
用
し
な
い
県
民
は
、

鉄
道
が
約
60
％
、
バ
ス
で
は
約
85
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
公
共
交
通

が
維
持
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
が
不
便
な
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
弊
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
県
調
査
に

よ
る
と
、
自
動
車
を
持
つ
高
齢
者
の
外
出

率
が
お
よ
そ
８
割
な
の
に
対
し
て
、
持
た

な
い
高
齢
者
は
５
割
を
切
る
な
ど
高
齢
者

の
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
自
分
で
運
転
で
き
な
い
若
者
も
、
学

校
や
最
寄
り
駅
ま
で
の
移
動
を
家
族
の
送

迎
に
頼
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
県
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
県
民

の
多
様
な
移
動
手
段
を
確
保
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
昨
年
３
月
に
「
県
交
通
ま
ち

づ
く
り
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

移動手段として利用される割合

年間を通じた利用の有無

徒歩、その他二輪車自動車バス鉄道

77.9%

8.6%

10.7%バス0.3%
鉄道2.5%

利用しない利用する

バス

鉄道 40.7% 59.3%

14.7% 85.3%

出典：県パーソントリップ調査（27・28年度）

全国初となる営業運行での自動運転バス実証実験の様子

❶ 

地
域
的
な
暮
ら
し
の

　  

足
の
確
保

❷ 

基
幹
公
共
交
通
軸
の

　  

強
化
・
快
適
化

❸ 

ま
ち
の
ま
と
ま
り
の

　  

形
成


